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合成高分子物質上の汚損生物付着に関する研究-1

実験海区におけるフジツボ幼生の出現状況

平本紀久雄

海中に合成高分子物質を垂下したばあい、そこに付

者する汚損生物のうち、もっとも主要なもののひとつ

として7ジツボ類が考えられる 1)。

筆者は、合成高分子物質上に7ジツボ類が付者する

機構を明らかにする目的で、 7ジツボ浮遊幼生の出現

状況を調査したので、その結果を報告する。

試料と方法

アジツボ浮遊幼生の季節的出現状況を確かめるため

に、 1971年 8~10月に 9 回にわたり図 1 に示した 5 定

点で、 T戸水計を備えた⑮Bプランクトン・ネ yトによ

り底からの垂直採集を行なった(曳き上げ速度 2~3

m /sec)。
さらに、 7ジツボ浮遊幼生の重度分布を知るために

合成高分子物質の板を黍下したSt.1付近で、上記のプ

ランクトン・ネットにより O←1m、。←3m、O←

5m 、。←10m およびO ←海底(約17~18m )の5層

からの層別垂直採集を11'なった。この際、東芝製水中
照度計を用いて深度別の照度を測定した。

ブジツボ幼生の査定は、平野 (1952)の報告 2)1::基

づいて行なった。また、併行して行なわれた着生実験

によっても確かめた。

なお、 7ジツボ浮遊幼生採築地点で、は、各層の水混

と表面の塩素量を測定し、同時に⑮Bネットで得たプ

ランクトン相についても観察した。

調査水域の特徴

調査を行なった館山湾は東京湾口(浦賀水道)の雨

端に位置したタ卜I毎との交流のさかんな水域である(図

1 )。この水域における海水の流動は、おおむねf葉県

側を北上し、対岸の神奈川県側を南下している。した

がって、館山湾周辺で、は外洋水の影響カ号車く、塩素量

は周年18.5~19.0足首以上である 3) 。
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図1. 採集・観測地点、数字はSt.番号を示す

調査結果

種類館山湾周辺に出現するブジツボ、類は着生実験

によって確かめた範囲では5種類であった 4)。そのな

かで、圧倒的に優占穫として出現した種類はタテジ7

7ジツオ， Balanus amphitrite amphitrite DARWIN 

のみであったので、ここではすべてのブジツボ幼生を

同種として扱かった。

水域の水温と塩素量 St.1 (0 m層)の水温変化は、

図2 (上段)に示される。その最高値は、 8月28日の

27.80C、最低f直は9月9日の22.20Cであった。

塩素量の変化は、図2(中段)に示される。その最

高値は8月25日の19.03，%;，、最低I直は9月9日の16.5，%;，

(観測時、降雨)であった。

フジツボ幼生が多く出現した8月初日、 9月28日お

よび10月16日の調査定点付近の海洋条件は図3に示さ

れるように、いFれのばあいも外洋水の影響が強〈、

塩素量は外海側で高く、おおむね18.4~18.9ぷであっ

た。
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図2.

フジツボ幼生出現数と表面水温・

塩素量の分布

太字:幼生出現数(N/ni ) 

図3

フジツボ幼生出現数 St.11こ晶、ける 5m層から表面

までの垂直採集によるノープリウス幼生を 1niあたり

の出現数で示したのが、図2(下段)である。それに

よると、 8 月 28 日 ~9 月 3 日および10月 16 日には 2~

19個体、 9月28日には最高の2961国体が、それぞれ出現

していた。

a.b:ノープリウス幼生がおもなばあい

c:キプリス幼生がおもなばあい



また、ノープリウス幼生、キプリス幼生の水平分布

とその海洋条件を図示したのが図3である。そのうち、

図3-a、bに示された幼生は、そのほとんどがノー

プリウス幼生であり、一方、図3-cに示された幼生

は、キプリス幼生で占められていた。ノープリウス幼

生台よびキプリス幼生の出現数は外洋水よりもやや低

かんな混合水(塩素量18.4~18.8.%é) にもっとも多く、

それよりも高かん、または低かん水ではむしろ少ない。

深度別ノープリウス幼生出現数の差異 St. 1にお

いて実施された深度別垂直採集によって得られたノー

プリウス幼生出現数 (N/ぱ)は図4に示される。そ

れによると、出現数はおおむね 0~5m層で多く、 5

mU深では少ない。しかし、水中照度の差異によって

垂直分布はかなり異なった縁組を呈している。すなわ

ち、照度がきわめて明るい (5000 1 ux<) 8月28日と

10月16日では各層とも幼生の出現教は少なく、 8月初

日、 9月3日および9月28日では、およそ照度が1000

~3000 luxの水層に多〈分布している。

なお、⑮Bプランクトン・ネットの垂直採集による

日時、 i戸水量、プランクトン量およびフジツボ浮遊幼

生出現数を表1に示した。
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図4. 7ジツボノープリウスの深度別出

現数と照度との関係
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本調査水域には、さきに述べたとおり数種類以上の

ブジツボ類が懐息しているものと考えられるがU、そ

のうちではタテジマブジツボ Balanus amphi trite 

amphi tri te DAR WINがもっとも多い。浦賀水道対岸

の油登湾におけるタテジマアジツボ、の主産卵期は8月

から 9月上旬であることからも日、本調査時に出現し

たフジツボ幼生は本種と考えてよいであろう5.6)。

また、調査時の水温は22~28'Cで、本種の産卵に最
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j車の環境といえる 5-7) 0 しかし、図2および3に示

したように、塩素長が極端に高かん(19ぷ以上)、あ

るいは低かん (17.%e以下)のばあい、本種の産卵には
マイナスに働くようにも見受けられた。今回の調査で

は、本種のノープリウス幼生がもっとも多く出現した

条件は、塩素量が18.4~18.8.%éであった。

フジツボ、浮遊幼生は表層の 0~2m層でもっとも多

く、ついで2~5m層で多く、。 ~5m層における出

現数カぜ80~90%を占めることが知られている 8) 。今回

のばあいも、ノープリウス幼生は 0~5m層でもっと

も多く出現していたが、その出現傾向は水中照度と関

j室{生があるように見受けられた。すなわち、照度均三5000

luxを超えたばあいには各層ともノ プリウス幼生の

出現数は極端に少なく、 1000~3000 lux付近にもっと

も多く出現していた(図4)。

なお、本調査は、合成高分子物質を水中に垂下した

ばあい、基質上に汚損生物が付着する機構を明らかに

する目的で、予備調査占して実施されたものである。

併行して基質上のパクテリヤ・ブイルム、珪号車および

フジツボの付着状況が詞査されているので、それらの

結果がまとめられた段階で総合的に検討する積りであ

る。

おわりに、本研究を企画され、協力された東京工業

大学理学部坂上研究室の方々、千楽県水産試験場のア

ジツボ研究グjレープのカ々および貴重な文献を与えら

れた福井県水産試験場の安田徹技師に厚くお礼申上げ

る。

要約

1) 1971年 8~ 1O月に 9 回にわたって、東京湾口の

館J11湾で合成高分子物質上に7ジツボ類が付着する機

構を明らかにする目的で、フジツボ浮遊幼生の出現状

況を調査した。

2) 基質上に付着した7ジツボの種類から、浮遊幼

生の大部分はタテジマフジツボ Balanusamphitri te 

amphitrite DARWINとみなした。

3) 7ジツボのノープリウスおよびキプリス幼生は、

水温23~28'C 、塩素量18 .4~18.9.%éの条件で、多く出

現していた(図2、3)。

4) また、これらの幼生は、深度別には 0~5m層

に多く分布し、しかも水中照度1000~3000 luxの条件

下に多く集合しているように見受けられた(図4)。
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表1.採集日時.iF水量・プランクトン沈澱量・フジツボ浮遊幼生出現数

採集 j戸水量 ブジツポノー
ブプ(リジNス/ツ出nボf現)数キSt 採集日

H寺刻 曳網{m水層) 回転数 j戸(水rri量) i士(澱CC量) (Jc土c澱/量ni) プ(リNウ/スば出現)数

1 V1I25， 1971 19.47 。←1 16 0.21 0.4 1. 90 
1 イシ 19.42 。←3 30 0.39 0.5 1. 28 
1 。 19.37 。←5 49 0.64 0.6 0.94 
1 " 19.33 。←10 80 1.04 1.2 1.15 
1 。 19.26 。←15 108 1.41 2.3 1. 63 
1 咽26，1971 17.17 。←1 16 0.21 0.4 1. 90 
1 • 17.20 。←3 35 0.46 0.7 1. 52 
I • 17.23 。←5 49 0.64 1.2 1.88 
I • 17.28 。←10 82 1.07 2.0 1.87 
l イシ 17.33 0←17 120 1. 56 3.0 1. 92 
4 イシ 16.53 。←10 93 1.21 0.5 0.41 
1 V1I28， 1971 11.15 。←1 18 0.23 0.3 1.30 
1 " 11.13 。←3 35 0.46 1.1 2.39 
1 " 11.09 0←5 38 0.50 1.1 2.20 2.0 

1 " 11.00 。←!~} 178 2.32 2.4 1.03 。+ー17
2 ク 10.49 。←20 167 2.18 2目6 1目19
3 今 10.32 。←20 144 1.88 1.4 。目74 0.5 

4 ク 10.08 。←8.5 66 0.86 0.3 0.35 22.1 

5 ク 10.24 。←10 89 1.16 0.9 0.78 6.9 

I V1I30， 1971 11.42 。←1 17 0.22 0.3 1.36 
I 。 11. 45 0←3 37 0.48 0.5 1. 04 16.7 

I " 11. 47 0←5 45 0.59 0.6 1.02 18.6 

1 1 
イシ 11. 50 0←10 70 0.91 0.8 0.88 19.8 

ウ 11. 58 。←16.5 92 1.20 0.5 0.42 25.0 

2 • 10.58 。←18 52 0.68 1.1 1. 62 13.2 

3 " 10.50 。←21 100 1. 30 0.9 0.69 1.5 

4 イシ 10.40 。←10 86 1.12 0.3 0.27 30.4 0.9 

1 IX 3， 1971 11.05 。←1 12 0.16 0.4 2.50 25.0 

1 今 11.10 0←3 29 0.38 0.3 0.79 2.6 
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St. 採集日
採集
曳絹(J本n層) 
i戸水言十
iT1干
i土澱量 i九澱量

ブプ(リNジウ/ツスぱボ出)ノ現数 フプNリジ/スツd出ポ現数キ
時刻 回転数 (cc) (cc/nI ) (N/rri) 

I IX 3 ， 1971 11.12 。←5 19 0.25 0.3 1. 20 4.0 

1 イシ 11.15 。←10 65 0.85 0.4 0.47 1.2 

1 。 11.19 。←16 81 1. 06 0.6 0.57 
2 ~ 11.45 。←14 72 0.94 0.2 0.21 
3 ~ 11.59 0←21 107 1.39 0.5 0.36 
4 4シ 12.14 。←7 48 0.63 0.4 0.63 1.6 

区9，1971 10.55 。←1 22 0.29 0.6 2.07 
~ 10.52 。←3 30 0.39 0.7 1. 79 

I " 10.48 。←5 40 0.52 1.3 2.50 
1 盲。 10.45 0←10 145 1.89 3.1 1.64 
。 10.37 。←16 162 2.11 2.2 1.04 

2 。 。←20 129 1.68 4.4 2.62 
3 イシ 10.07 。←18 137 1. 79 3.4 1. 90 
4 " 09.55 。←8 宮7 1.26 0.6 0.48 

1 IX14， 1971 16.12 。←1 50 0.65 0.5 0.77 
1 " 16.10 0←3 31 0.40 0.6 1.50 
l " 16.07 。←5 50 0.65 1.，2 1目85
l " 16.04 。←10 67 0.87 1.8 2.07 
l 4シ 16.02 。←17 113 1.47 1.0 0.68 
2 " 15.42 。←20 198 2.58 0.9 0.35 
3 " 15.28 0←21 303 3.95 1.6 0.41 
1 政28，1971 14.35 0←1 35 0.46 2.0 4.35 93.5 

1 。 14.37 0←3 35 0.46 1.5 3.26 626.1 2.2 

I " 14.40 。←5 35 0.46 1.0 2.17 295.7 
1 ~ 14.42 。←10 70 0.91 1.8 1. 99 211.4 
1 " 14.46 。←14 125 1.63 1.7 1目04 167.5 

2 ~ 14.16 。←17 133 1. 73 1.9 1.10 22.0 
3 " 14.24 。←20 135 1. 76 2.0 1.14 39.2 1.1 

4 。 13.40 。←10 80 1.04 1.7 1.63 41.3 

5 ~ 14.09 。←5 30 0.39 0.9 2.31 64.1 

1 X16， 1971 11.12 。←3 25 0.33 0.6 1. 82 
1 " 。←5 38 0.50 1.2 2.40 8.0 

1 。 11. 。←10 70 0.91 1.9 2.09 1.1 5.5 

1 " 11. 04 。←16 89 1.16 3.0 2.59 6.9 

2 ~ 10.48 。←14 110 1.43 3.0 2.10 0.7 13.3 

3 。 10.55 0←21 130 1.69 5.0 2.96 0.6 

4 " 10.32 0←11 123 1.60 2.8 1. 75 10.6 

5 ~ 10.40 。←11.5~ 1. 20 2.2 1.83 40.0 


